
氏
名

わ
か
杉
「
国
語
」
シ
ー
ト

中
三

③

秋
田
県
教
育
委
員
会

〈
文
法
を
生
か
す
〉

〈
文
法
の
ま
と
め
〉

１

次
の

部
の
二
つ
の
文
節
に
つ
い
て

の
よ
う
に
説
明
す
る
と
き
、
①
に
入

る
語
句
を
後
の
ア
～
エ
か
ら
、
②
に
入
る
語
句
を
後
の
ａ
～
ｅ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず

つ
選
ん
で
、

の
中
に
記
号
を
書
き
な
さ
い
。

・
私
の
親
友
は
明
る
く
て

親
切
だ
。

線
を
引
い
て
い
る
二
つ
の
文
節
は
、
（

①

）
の
関
係
で
あ
る
。
「
明
る
く
て

親
切
だ
」
と
い
う
連
文
節
は
、
文
の
中
で
、
（

②

）
の
働
き
を
し
て
い
る
。

ア

主
・
述

イ

修
飾
・
被
修
飾

ウ

並
立

エ

補
助

①

②

ａ

主
部

ｂ

述
部

ｃ

修
飾
部

ｄ

接
続
部

ｅ

独
立
部

２

次
の

部
を
、
「
私
が
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
」
に
正
し
く
対
応
す
る
よ
う
に
直
し

て
、

の
中
に
書
き
な
さ
い
。

・
考
え
を
発
表
す
る
と
き
、
私
が
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
、
根
拠
を
明
確
に
す
る
。

３

次
の
文
で
、
必
死
な
の
は
「
私
」
で
あ
る
こ
と
が
伝
わ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
読
点

（

、

）
を
打
つ
と
き
に
、
適
切
な
部
分
を
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
び
、

の
中
に
記

号
を
書
き
な
さ
い
。

<ア

<イ

<ウ

<エ

・
私
は

必
死
に

走
る

弟
を

追
い
か
け
た
。



ウ

ｂ

イ

わ
か
杉
「
国
語
」
シ
ー
ト

中
三

③

〈
文
法
を
生
か
す
〉

〈
文
法
の
ま
と
め
〉

１

次
の

部
の
二
つ
の
文
節
に
つ
い
て

の
よ
う
に
説
明
す
る
と
き
、
①
に
入

る
語
句
を
後
の
ア
～
エ
か
ら
、
②
に
入
る
語
句
を
後
の
ａ
～
ｅ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず

つ
選
ん
で
、

の
中
に
記
号
を
書
き
な
さ
い
。

・
私
の
親
友
は
明
る
く
て

親
切
だ
。

線
を
引
い
て
い
る
二
つ
の
文
節
は
、
（

①

）
の
関
係
で
あ
る
。
「
明
る
く
て

親
切
だ
」
と
い
う
連
文
節
は
、
文
の
中
で
、
（

②

）
の
働
き
を
し
て
い
る
。

ア

主
・
述

イ

修
飾
・
被
修
飾

ウ

並
立

エ

補
助

①

②

ａ

主
部

ｂ

述
部

ｃ

修
飾
部

ｄ

接
続
部

ｅ

独
立
部

２

次
の

部
を
、
「
私
が
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
」
に
正
し
く
対
応
す
る
よ
う
に
直
し

て
、

の
中
に
書
き
な
さ
い
。

・
考
え
を
発
表
す
る
と
き
、
私
が
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
、
根
拠
を
明
確
に
す
る
。

（
例
）
明
確
に
す
る
こ
と
だ
。

※
「
明
確
に
す
る
こ
と
で
す
。
」
「
明
確
に
す
る
と
い
う
こ
と
だ
」
等
で
も
よ
い
。

３

次
の
文
で
、
必
死
な
の
は
「
私
」
で
あ
る
こ
と
が
伝
わ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
読
点

（

、

）
を
打
つ
と
き
に
、
適
切
な
部
分
を
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
び
、

の
中
に
記

号
を
書
き
な
さ
い
。

<ア

<イ

<ウ

<エ

・
私
は

必
死
に

走
る

弟
を

追
い
か
け
た
。

解
答


